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社会福祉法人杏樹会とは

特別養護老人ホーム
ショートステイサービス

地域包括支援センター

保育事業

デイサービスセンター

グループホーム 3の地域で7種の
事業所を展開中居宅支援事業所

特別養護老人ホーム杏樹苑爽風館



社会福祉法人杏樹会 特別養護老人ホーム杏樹苑爽風館

■開 設 2015年4月1日 

■所在地 埼玉県入間市仏子1111－1

■事業所種別 

・ユニット型 指定介護老人福祉施設100床

・併設ユニット型 短期入所生活介護事業所20床

■令和元年度埼玉県介護ロボット効果

 実証導入促進事業モデル事業

■令和3年度埼玉県スマート介護施設モデル事業

■令和5年度よりユニットリーダー研修実地研修施設

■入居者 平均年齢 88.3歳 平均介護度 3.9
特別養護老人ホーム杏樹苑爽風館



住まいとしての杏樹苑爽風館１



住まいとしての杏樹苑爽風館２



現在の実施しているサークル



現在の実施しているサークル



SAFEコンソーシアムとアワードとは

「SAFE」とは 
従業員の幸せのための安全アクシ ョンを推進す
る活動体の名称。

「SAFEコンソ ーシアム」とは
増加傾向にある労働災害（特に、日常生活で
も発生しうる転倒や腰痛などの災害） の問題を
自分ごととしてとらえ、顧客や消費者も含めたス
テークホルダー全員で解決を図っていくため、趣旨
に賛同した企業、団体で構成された、互いに力
を合わせて目的を達しようとする組織の集団。労
働災害問題の協議や、加盟者間の取組の共有、
マッチング、労働安全衛生に取り組む加盟メン
バーの認知度向上などサポート。 加盟は無料と
なっている。

「アワード」の趣旨と目的 
アワードは、職場において実施されている労働災
害防止や安全・健康の増進のための取組事例を
募集し、表彰する ことで、優良な取組を進める
職場の「見える化」を図り、企業・労働者による更
なる取組を促進することを目的としている。





介護の標準化を目指した取り組み
杏樹苑爽風館ユニットケアマニュアル等一覧

ユニットケアマニュアルは上
下巻２冊で施設運営に係
る全てのマニュアルや指針

等を網羅している

教科書としてユニットケアの
教本2冊、記録の書き方の
理解に1冊を貸与している

職務上位者とプリセプター・
新人職員による定期面談
OJTプログラムに沿って実施



社会福祉法人杏樹会 ケアスタッフ キャリアパスイメージ
自己成長で得られるキャリアアップ

社会福祉主事
通信取得可

ケアスタッフ中級（介護福祉士）

ユニットリーダー
技能実習指導員等

ケアスタッフ上級
（認定介護福祉士等）

介護支援専門員
試験合格で取得可

3年～5年以上

技能向上
指導力取得

基礎業務
取得

5年以上

教育志向 熟練志向 マネジメント志向 職種転換志向

教育・指導専門職
各実習指導担当者

専門領域の拡大
認知症ケア専門士

部門責任者
事業所管理者等

介護支援専門員
相談員など 5年以上

（有資格者）

介護福祉士試験
合格で取得可

【給与等級２～３】

【給与等級３】

【給与等級１～２】

【給与等級３～５】【給与等級４～７】【給与等級３～４】【給与等級３～４】

ケアスタッフ初級（初任者研修終了）（実務者研修終了）（未経験）
1年～3年以上
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介護の標準化と腰痛予防を考えた取り組み１

バッテリー完備で自走
式の為使用場所を限
定しない移乗用リフト

メーカーの専門員に講習をして
頂き、動画を施設限定公開
のサイトに挙げて研修に活用



介護の標準化と腰痛予防を考えた取り組み２
杏樹苑爽風館の浴室１

ADL浴槽としてリフト付き個
浴パンジーを５か所に設置
立位がとれ、座位とれる方
にこちらで入浴支援を実施

完全還水型の浴槽
一人の支援ごとに清掃し
お湯を張り替えて入浴を

提供している

開設から６年目で補助金
も使用し一般浴から改装し
たリフト付き中間ADL個浴



固定担当ユニット職員によるマンツーマン入浴

ユニットに固定配置された
なじみの職員がユニットか
ら案内、入浴、お戻りまで
マンツーマンにて実施

24時間暮らしの支援
シートの根拠となる入浴
データアセスメント表

データアセスメント表を
元にシートを作成しケア
プランにも反映している



介護の標準化と腰痛予防を考えた取り組み３
スライディングシートの活用

ベッド上での体位交換
などで使用

長細いものは腕に嵌めて
背中の除圧などで使用
必要な方すべてのベッドの
足元ボードポケットに配置

摩擦抵抗が少なく体位を
移動することが可能です



介護の標準化と腰痛予防を考えた取り組み３
テクノロジーの活用

HAL腰タイプ介護支援用
は2台移乗支援として疲
労軽減と腰痛予防に使用

マッスルスーツソフトパワー
は3台配備！！

こちらも腰痛予防に寄与



労働安全衛生を考えた杏樹苑爽風館腰痛予防対策指針

産業医の先生と衛生委員
会主導でまとめている爽風
館の腰痛対策指針動画



その他に介護の標準化を考えた取り組み

24時間暮らしの支
援シートの生活リズ
ムに沿って入力が
可能となっている

ケアプランの実施記録は
臨床推論の6項目に沿っ
て記入するF-SOAIPを
使用して記載している

システム補助としてタ
ブレットを活用。音声
入力や言語翻訳機
能なども完備！

CSTは月1回の開催現在の
主な議題は発注インデックス
を活用した各ユニットのアイ
テム管理や漏れ件数による
技術管理が主となっている

膀胱の許容量をエコーで
リアルタイムに観察し適切
なタイミングを知らせてくれ
る予測支援型のロボット

看取りの方には見守り支援
機器を必ず使用している
主治医と医療職で取り決め
をして心拍呼吸が一定値で
ご家族が立ち会っている

離れたリビングを端末で
見守れる動作検知機能
付きのネットワークカメラ

転倒など事故検証にも活用

ネットワークカメラ等搭載しており転倒
注意の見守りとしても使用している



更なる介護の標準化と腰痛予防を目指して

ご清聴ありがとうございました
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